
入場無料お問い合せ
北海道文化団体協議会

TEL 011-211-8633  FAX 011-211-8644
mail　bundankyo@msj.biglobe.ne.jp

HP http://doubun.wp.xdomain.jp/

●ファシリテーター／片桐　茂貴
　　
　　

●パネリスト
　　
　　高木　真美 
　　　　　　　　　　

 　
　　

　　土井　克朝　　　　　　　　　　　　

　　　　　
　　
　　
　　　　　　　花柳寿芳貴　

●司会進行／岩尾　亮 （札幌）

各ステージをYoutubeで
ご覧いただけます！
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主催：北海道文化団体協議会　 共催：釧路地方文化団体連絡協議会、釧路市教育委員会
主管：釧路市文化団体連絡協議会　後援：北海道、釧路市

【会場】釧路市生涯学習センター『まなぼっと幣舞』大ホール　　　
　　　　　　　　　　　（釧路市幣舞町4‐28）　       
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北海道文団協
WEBサイト

俳優・脚本演出家・NHKリポーター

学生時代より演劇を始め、以後、俳優として北海道文化財団演劇事
業、劇団イナダ組など札幌での活動の他、東京公演、ソウル公演な
ど数多くの舞台に参加。
また、専門学校での俳優の育成やプロデュース公演等での劇作・演
出も行っている。他、ナレーター、ラジオパーソナリティなど、活
動は多岐にわたる。

地域の文化とは、その魅力って、いったい何なのか。
生まれ育って知り尽くしたと思っている地元のことでも、視点を変えると意外な
面白さや出会いがあります。まちなかの人通りは減っていますが、その冷涼な“気
候”に魅力を感じた長期滞在者や観光客が増えている釧路。その中で地域文化を育
てていくには、一体これから何と向き合い、誰と繋がり、何処を目指して進むの
か…コロナを経た今、リアルな私たちの本音を話します。

釧路町文化協会会長・
釧路町吹奏楽団団長

釧路短期大学准教授・ 絵本専門士

花柳流寿登芳会主・
くしろ港まつり市民ステージ実行委員長

釧路地方文化団体連絡協議会常務理事・
釧路演劇協議会会長



１．オープニングアクト　13：00～13：20
 

 　　　アートステージ 　　
　　　「 ひがし北海道くしろ・文化の街巡り」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画構成・片桐  茂貴）

２．式典　13：30～14：00
　

　　　開会のことば　
　　　　釧路地方文化団体連絡協議会会長　貝塚 勝一
　　　主催者挨拶　
　　　　北海道文化団体協議会会長　下沢 敏也
　　　来賓祝辞　
　　　　北海道知事　鈴木直道
　　　歓迎あいさつ
　　　　釧路市長　
　　　表彰式　北海道文化団体協議会各賞

３．文化フォーラム　14：15～16：00
　　　「地域文化はなくなるの？
　　　　　～コロナに打ち克った我が街くしろの魅力とは～」

文化集会ってなに？ プログラム

関連事業
第6回 こどもアール・ブリュット北海道みらい作品展 移動展　

      ［会期］12/４（水）～12/８（日）　　［会場］１階･展示ホール

　　　      札幌文化芸術交流センターSCARTSで開催（8/15～8/17）した
                本展の入賞作品30点と、中国黒龍江省の児童作品10点を展示
　　　　　
　 ☆12/8限定　北海学園ボランティアサークル「HISTORY」の学生によるガイドを実施！（随時）

北海道文化集会とは…
北海道の地域文化の伝承・創造・発展を議論する場として、1959
（昭和34）年に第１回を札幌で開催。北海道放送（HBC）による実
況中継も行われました。当時は「文化」の価値を高める社会運動が
盛んで、北海道各地での集会に多くの文化人たちが集いました。
今年で66回目を迎えます。

第1回の様子 当時の記録資料（手書き）

第21回（釧路）の冊子

釧路での開催は今回で7回目
釧路では昭和50年（第17回）に初開催され、
今回で7回目となります。札幌以外では最も
多く開催されている地域です。

　　　　文化も文化を通じた集いも、変わり始めている

文化集会を初めて開催した1959年から65年が経過しました。

この間、多くの人が文化を享受できるようになりましたが、そこ

にはいつも文化を支える側の存在がありました。しかし、近年は

文化団体の解散や存続危機といった話も聞かれるようになりまし

た。第66回目を迎える今年。これからの文化活動を様々な人たち

と考える場にしたいと思います。


